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Research Abstract 光触媒の固液界⾯では、熱反応や均⼀系の光反応で分解が困難とされる難分解性有機物をマイルドな条件下で反応させることが可能であり、反応制御の観点か
ら興味が持たれる。本研究では、難分解性のポリフッ化物であるヘキサフルオロベンゼン(HFB)及び多環芳⾹族炭化⽔素類(PAH)に対して、可視光応答性を⽰す
様々な光触媒を⽤いた可視光下での分解を⾏った。これらの反応機構は、重⽔素(D)や重酸素(^<18>O)などの同位体を含む反応試薬を⽤いて解析を⾏った。ま
た、銀担持型BiVO_4光触媒(Ag-BiVO_4)のp-アルキルフェノールに対する特異な吸着能と光分解特性についても、メカニズムの詳細を明らかにすることができ
た。 
(1)ニッケル、鉛、銅の⾦属をドープしたZnS光触媒は、トリエチルアミンを還元剤としてHFBをペンタフルオロベンゼン(PFB)へと可視光下で還元できること
を明らかにした。重⽔素化したトリエチルアミンを⽤いて反応機構を検討したところ、ZnSにドープされた⾦属の種類によって光酸化還元反応のメカニズムが異
なることを明らかにした。 
(2)含浸法でAg-BiVO_4光触媒を調製し、酸化分解の活性向上を図った。その結果、p-⻑鎖アルキルフェノールに対する吸着量、可視光による分解速度、および
CO_2無機化率が増⼤することを⾒出した。この原因は、Ag-BiVO_4の銀表⾯の⼀部が酸化銀(Ag_2OまたはAgO)に覆われているためであり、ルミノールを⽤
いた化学発光プローブ法により、これら酸化銀が活性点となって活性酸素の⼀つであるスーパーオキシドアニオンラジカル(・O_2^-)の発⽣量が⼤きく増加す
ることを明らかにした。また、アントラセンとベンズ[a]アントラセンの酸化反応では、Ag-BiVO_4上で発⽣したOHラジカルがこれらPAHの光酸化反応におい
て重要な役割を果たすことを明らかにした。
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